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京大のシンボルといえば、クスノキ。
今回はそのクスノキ前で１日を過ごし、京大の24時間の移り変わりを観察しました。

 （aNa）

時計台の鐘が鳴るとともに今回の調査がスタート。
―クスノキ前には掃除をしている方が１人。時計台の清掃の仕事をされている方

だそうです。きれいに利用したいものです。
猛スピードの自転車が絶え間なく正門を通り過ぎます。８時45分を過ぎても自転

車の数はいっこうに減らず、執筆者は京大生の遅刻の多さを再認識したのでした。

8:00～9:00 利用者数：１人

カンフォーラが開店し、宇治・桂行き
シャトルバスの始発が出て、まさに１日
の始まり、といった印象です。
正門を行き交う自転車の数も減り、ク

スノキ前は観光客が少々いる程度です。

9:00～10:00 利用者数：３人

この時間帯は修学旅行生が多かったで
す。その１組に話を聞いてみました。
東京から来た彼らによると、京大は「明

るいし、広い」とのこと。しかし、京大
に入りたくなったかと尋ねると、「うー
ん、東大のほうが近いし」。……残念です。

10:00～11:00 利用者数：５人

暑い―取材日は、５月にも関わら
ず最高気温28度の夏日でした。とはい
えクスノキの下はひんやり涼しく、木陰
の素晴らしさを実感しました。

11:00～12:00 利用者数：９人

時計台の鐘が鳴り、五月晴れのクスノ
キ前は人でごった返します。待ち合わせ
する人、雑談する人、そしてもちろん昼
食をとる人。晴れた日にはクスノキ前で
食事、というのもなかなか良いものかも
しれませんね。

12:00～13:00 利用者数：36人

穏やかな平日の昼下がり。本を読む人
やコーヒーを飲む人、遅めの昼食をとる
人。京大生カップルや子供づれの主婦な
どもいました。利用者に話を聞いてみた
ところ、クスノキ前は「おしゃれで、落
ち着く」とのことです。

13:00～14:00 利用者数：10人

なぜか外国人グループが多く見られた
この時間帯。カリフォルニアから来たと
いう彼らに執筆者が拙い英語力でインタ
ビューを敢行しました。
「京都はロスより平和で自然も豊かだ
けど、雨が多いんだよね」

14:00～15:00 利用者数：12人

この時間帯以降は修学旅行生の姿がほ
とんど見られなくなりました。
15時30分過ぎくらいには日がかげり、

それまでと比べると少し涼しくなったよ
うに感じられました。

15:00～16:00 利用者数：７人

いきなり40人を超える大集団が現れ
ます。彼らはどうやら韓国のある塾に通
う高校生たちのようで、しきりに時計台
の写真を撮っていました。京大が世界的
に有名であることを、少し実感したひと
ときでした。

16:00～17:00 利用者数：52人

時計台の横でなわとびをしている人たちがいました。気になったので話しかけてみ
ると、ダブルダッチという競技の技を見せてくださいました。

うん、かっこいい！

17:00～18:00 利用者数：10人

時計台の鐘がまた鳴り、クスノキ前は
サークルの集合場所となります。
18時30分ごろにはあたりは暗くなり、

ライトアップされた時計台の上には、カ
ラスが１羽。

18:00～19:00 利用者数：25人

カンフォーラからは賑やかな声とおい
しそうな香り。家路を急ぐ自転車の群れ。

京大の放課後です。

19:00～20:00 利用者数：２人

クスノキ前に突如現れたアクロバ
ティックな自転車乗り。その正体は
BMX（競技用の小型自転車）の練習を
するために集まってきた人々でした。

20:00～21:00 利用者数：10人

ビールを片手に夕涼みしている女性２
人に話を聞いてみることに。「時計台は
ライトアップされているし、きれいで落
ち着く」とのこと。

21:00～22:00 利用者数：９人

サークルが終わったのか、非常に多く
の自転車がクスノキ前を通り過ぎて行き
ます。カンフォーラは閉店し、気温もど
んどん下がり、京大に夜の帳が降ります。

22:00～23:00 利用者数：７人

カンフォーラの電気が落ちました。ま
ばらに人はいるものの、クスノキ前は閑
散としています。
執筆者の眠気が頂点に達したのはちょ

うどこの時間帯でした。

23:00～24:00 利用者数：６人

東大路を通る車の音や、時計台横でバ
ドミントンをしている音が、とてもクリ
アに聞こえます。
この時間になってもまだ自転車がまば

らに通ります。

24:00～1:00 利用者数：２人

ついに誰もいなくなりました。

1:00～2:00 利用者数：０人

昼とはうってかわり、非常に寒いです。
黄色い警備灯の警備車両が巡回してい

ます。

2:00～3:00 利用者数：０人

いまだに校舎の明かりは絶えませんし
数分に１台ほどの割合で自転車が通り過
ぎます。まさに不夜城、京都大学といっ
たところでしょうか。
でも執筆者の体力はもう限界です。

3:00～4:00 利用者数：０人

空は藍色に染まり、夜明けが近づいて
きたことを感じさせます。カラスとスズ
メの鳴き声が聞こえ、のら猫が顔を出し
ます。どうやら動物たちにとってはもう
朝のようです。
そして、いよいよ夜明けのときです。

4:00～5:00 利用者数：０人

夜間もずっと開いていた正門前のイン
フォメーションセンター。夜は警備会社
の方が常駐しているようです。ガラスが
割れるなど、夜のトラブルは絶えないと
のこと。お疲れ様です。
このころ、朝刊が配達されました。

5:00～6:00 利用者数：０人

執筆者の眠気がぶり返してきたので、
朝日を浴びてリフレッシュ。太陽光には
眠気を覚ます効果があるらしいです。

6:00～7:00 利用者数：０人

教員と思われる人々の自動車が多かっ
たように思います。それ以外にも、早起
きの京大生の姿も多少観察できました。

そして、８時を告げる鐘の音とともに
今回の調査は無事終了。疲れました。

7:00～8:00 利用者数：０人

利用者数……クスノキ前に滞在していた人の数です。通行人や写真を撮るだけの観光客、及び執筆者は含みません。

そんな君が好きです。 （法・２　くろねこ）宇宙食が好きです。 （農・１　さく）    


